
特別支援教育専門科目

聴覚障害児の教育課程

－ オンラインでのグループワークと議論の取り組み －

特別支援教育コース 加藤哲則

1 授業の基本情報

対象授業の科目区分：特別支援教育専門科目

科目名：聴覚障害児の教育課程

担当教員名：加藤哲則

登録学生数：24名
授業概要：特別支援学校(聴覚障害)の教育課程

について理解し，聴覚障害児の学ぶ教育課程の

現状から今後の聴覚障害児教育における教育課

程の在り方について議論することを通して，特

別支援学校のカリキュラムマネージメントを進

める力を身につけることをねらいとした。

2 授業研究・授業評価の内容

この科目は昨年度の学部改組に伴い再課程認

定を受けた科目で，授業担当者が変更になった。

また昨年度の新特別支援学校学習指導要領の完

全実施に伴い，受講学生が卒業後に教員として

現場で活躍するためには，学習指導要領に対応

した新しい学力観を具現化する力が求められる

と考えた。

そこで，授業内容を従来のものから大きく変

更した。従来は理論的な内容が中心であったが，

自ら学ぶ授業スタイルに変更した。奇しくも今

年度も COVID-19 の感染拡大によるオンライン
遠隔授業での対応となったために，昨年度の遠

隔オンデマンドの蓄積型から遠隔同期型の授業

での開講とし，新学習指導要領に示された主体

的・対話的な深い学びの実現に向けた授業を，

受講生がオンラインでも体験できるように工夫

を試みた。

授業は，遠隔同期型で受講者の障害学生支援

を行うために，学外支援者のアクセスを考慮し

てWeb会議システムの Zoomを用いて行った。
また，Zoom システムの機能のひとつであるブ

レイクアウトルームを使用して，教室内で行わ

れるグループワークやグループディスカッショ

ンをオンライン上で行うことで，受講者同士が

対話・協働できる環境を整えた。

初回の授業では，特別支援学校(聴覚障害)・

特別支援学級(難聴)・通級による指導(難聴)で

学ぶ聴覚障害児の実数を，文部科学省特別支援

教育課が発行している特別支援教育資料を基に，

3 人 1 組のグループに分けて調べる活動を行っ
た。Zoom のブレイクアウトセッションで資料

の PDF を共有し，調べた結果を受講者全体で
共有の Google スプレッドシートに入力しても
らった(図 1)。この結果を受けて，気づいたこ
とを話し合い，聴覚障害児教育の現状を学んで

もらった。

図1. 共有したスプレッドシートに各グループから出され

た聴覚障害児の学ぶ場所の結果

図2. 共有したスプレッドシートに各グループから出され

た教育課程の課題



同様に，全国の特別支援学校(聴覚障害)の教

育課程を受講者全員で分担して各学校の Web
ページで調べた結果を基に，特別支援学校(聴覚

障害)の教育課程の課題についても議論した。こ

ちらも 3 人 1 組のグループでブレイクアウトセ
ッションによって各自の見つけた課題を基に話

し合い，その議論の結果を受講者全体で共有の

Google スプレッドシートに入力してもらい，全
員でシェアしながら各グループの話し合いの様

子を報告してもらうことができた(図 2)。

こうした授業を通して，これまでの講義形式

で知識を伝えるものから，自ら調べ，課題を見

つけ，その課題の解決策を考えるといった新学

習指導要領に示された学びをオンラインで体験

してもらった。

受講生の授業評価では，知識の習得について

(図 3)，思考・判断・表現について(図 4)の評
価は，概ね肯定的な評価が得られたことからも，

今回の授業改善の取り組みは良いものであった

と考えられた。

図3 知識・理解の評価

図4 思考・判断・表現評価


